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（１）経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 1,169 10.9 8 △83.4 7 △84.9 △4 －

2023年３月期第２四半期 1,054 △18.1 51 △86.7 50 △86.9 33 △87.3

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2024年３月期第２四半期 △0.81 －

2023年３月期第２四半期 6.33 6.32

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2024年３月期第２四半期 3,049 2,463 80.8

2023年３月期 3,012 2,468 82.0

（参考）自己資本 2024年３月期第２四半期 2,463百万円 2023年３月期 2,468百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2023年３月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2024年３月期 － 0.00

2024年３月期（予想） － 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,000 34.9 456 218.4 451 218.5 313 185.5 60.49

１．2024年３月期第２四半期の業績（2023年４月１日～2023年９月30日）

（注）2024年３月期第２四半期の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの１株当

たり四半期純損失であるため記載しておりません。

（２）財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2024年３月期の業績予想（2023年４月１日～2024年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：有

なお、詳細につきましては、本日（2023年11月14日）公表いたしました「通期業績予想の修正に関するお知らせ」

をご参照ください。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2024年３月期２Ｑ 5,806,000株 2023年３月期 5,806,000株

②  期末自己株式数 2024年３月期２Ｑ 625,151株 2023年３月期 625,151株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2024年３月期２Ｑ 5,180,849株 2023年３月期２Ｑ 5,273,678株

※  注記事項

（１）四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更    ：無

②  ①以外の会計方針の変更                  ：無

③  会計上の見積りの変更                    ：無

④  修正再表示                              ：無

（３）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

（将来に関する記述等についてのご注意）

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断

する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は

様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症の５類移行等、社会経済活動の正常化

が進んだことにより緩やかな景気回復の動きが見られた一方で、エネルギーコストの高止まりによる消費への懸念

や日米の金利差拡大を受けた円安基調の継続、海外景気の下振れ懸念等、先行きは依然として不透明な状態が続い

ております。

　このような経営環境のもと、当社は「全国、全ての中小企業を黒字にする」という理念に基づいて各事業を展開

してまいりました。ＤＸソリューション事業において補助金申請支援サービスが堅調だったことに加えて、新たな

サービスも売上に貢献しました。しかし、売上増に伴い販売促進費が大幅に増加したほか、人件費や業務委託費等

の諸費用の負担も大きく、利益を圧迫しました。

　この結果、当第２四半期累計期間の売上高は1,169,218千円（前年同四半期比10.9％増）、営業利益は8,583千円

（同83.4％減）、経常利益は7,703千円（同84.9％減）、四半期純損失は4,216千円（前年同四半期は四半期純利益

33,370千円）となりました。

　なお、当社は、下期に売上が偏重する傾向にあります。これは、「Ｊコンサル」に含まれる公的支援制度活用支

援サービスの提供開始時期が年度の更新作業等で期初数か月ずれることや、年度末の３月に公的支援制度の申請締

切が集中すること等に起因します。また、コンテンツ制作においては、12月及び３月に顧客企業に対する納期が集

中する傾向にあります。これらの要因により、今期の売上予算につきましても、下期に売上が偏重する計画を立て

ております。

　セグメント別の状況は次のとおりです。

　ＤＸソリューション事業におきましては、パートナー企業と共同で実施するＩＴ・人材・マーケティング関連商

材の共同開発、共同仕入れ及びそれら企業への営業支援を行っている「ＪＤネット」、ＩＴ・人材・マーケティン

グ・助成金等の４つの視点から業務のＤＸ化による経営課題の解決とＤＸ化を推進するための資金確保（補助金・

助成金活用等）に関する経営コンサルティングサービスである「Ｊコンサル」及び補助金・助成金自動診断システ

ムである「Ｊシステム」の３つのサービスを主軸として事業を展開してまいりました。当第２四半期累計期間は、

「ＪＤネット」及び「Ｊシステム」に関しましては、物価上昇や長引く経済環境の不透明感の影響で中途解約が増

加したこと等により低調に推移したものの、「Ｊコンサル」に関しましては、事業再構築補助金のほかＩＴ導入補

助金やものづくり補助金等の申請支援が堅調に推移しました。加えて、「ＪＳａａＳストア（補助金活用により購

入可能な製品・サービスのカタログサイト）」や「Ｊコマース（補助金活用によるＥＣサイト構築支援）」などの

新たなサービスも業績に貢献しました。しかし、売上増に伴い販売促進費が大幅に増加したほか、人件費や業務委

託費等の諸費用の負担も大きく、利益を圧迫しました。

　この結果、同セグメントの売上高は1,018,185千円(前年同四半期比15.2％増)、セグメント利益は112,487千円

(同8.2％減)となりました。

　コンテンツ事業におきましては、業種や規模を問わず、様々な企業の「メール・Ｗｅｂマーケティング」等の企

画制作の受託サービスを展開しており、市場環境の変化に合わせてサービスの受注拡大と生産性向上に努めてまい

りました。当第２四半期累計期間は、受注は堅調に推移したものの、一部の受注案件の納品が10月以降となったこ

と等により売上・利益ともに前年同四半期比で減少しました。

　この結果、同セグメントの売上高は151,032千円(前年同四半期比11.4％減)、セグメント利益は29,693千円（同

37.6％減)となりました。

（２）財政状態に関する説明

①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第２四半期会計期間末の資産合計は、前事業年度末と比べ36,699千円増加し、3,049,054千円となりました。

これは主に、現金及び預金が113,652千円、無形固定資産が24,066千円、貸倒引当金が23,292千円増加した一方

で、流動資産のその他に含まれる未収還付法人税等が39,053千円、流動資産のその他に含まれる未収消費税が

28,535千円、流動資産のその他に含まれる前払費用が13,008千円減少したことによるものです。

（負債）

　当第２四半期会計期間末の負債合計は、前事業年度末と比べ42,134千円増加し、585,841千円となりました。こ

れは主に、未払法人税等が15,013千円、契約負債が14,456千円、流動負債のその他に含まれる未払消費税が9,432

千円増加したことによるものです。
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（純資産）

　当第２四半期会計期間末の純資産合計は、前事業年度末と比べ5,435千円減少し、2,463,213千円となりました。

これは利益剰余金が4,216千円減少したこと、及び純資産の控除項目であるその他有価証券評価差額金が1,219千円

増加したことによるものです。純資産の主な内訳は、資本金386,381千円、資本剰余金304,281千円、利益剰余金

2,142,643千円及び自己株式△362,919千円です。

　なお、自己資本比率は80.8％となっております。

②キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前事業年度末に比べ

113,652千円増加し、2,359,104千円となりました。

　当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりです。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果獲得した資金は156,278千円（前年同四半期は52,100千円の獲得）となりました。これは主に、

税引前四半期純利益5,386千円、貸倒引当金の増加額23,292千円、契約負債の増加額14,456千円、その他の資産の

減少額28,779千円、その他の負債の増加額34,269千円、法人税等の還付額44,176千円があったことによるもので

す。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は41,859千円（前年同四半期は71,277千円の使用）となりました。これは主に、無

形固定資産の取得による支出39,929千円、投資有価証券の取得による支出1,500千円によるものです。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は766千円（前年同四半期は1,024千円の使用）となりました。これはファイナン

ス・リース債務の返済による支出766千円によるものです。

（３）業績予想などの将来予測情報に関する説明

　2024年３月期の業績予想につきましては、最近の業績の動向等を踏まえ、通期の業績予想を修正いたしました。

詳細につきましては、本日（2023年11月14日）公表いたしました「通期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参

照ください。
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（単位：千円）

前事業年度
（2023年３月31日）

当第２四半期会計期間
（2023年９月30日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,245,451 2,359,104

受取手形及び売掛金 336,211 331,625

商品 45,653 45,551

仕掛品 3,073 2,329

貯蔵品 701 723

その他 133,171 54,648

貸倒引当金 △20,634 △38,080

流動資産合計 2,743,628 2,755,902

固定資産

有形固定資産 8,665 10,345

無形固定資産 107,651 131,718

投資その他の資産

敷金 82,855 82,165

その他 206,869 212,084

貸倒引当金 △137,315 △143,162

投資その他の資産合計 152,410 151,088

固定資産合計 268,726 293,152

資産合計 3,012,355 3,049,054

負債の部

流動負債

買掛金 45,370 30,148

未払法人税等 － 15,013

契約負債 368,725 383,182

その他 128,040 150,843

流動負債合計 542,136 579,187

固定負債

リース債務 1,570 6,653

固定負債合計 1,570 6,653

負債合計 543,707 585,841

純資産の部

株主資本

資本金 386,381 386,381

資本剰余金 304,281 304,281

利益剰余金 2,146,859 2,142,643

自己株式 △362,919 △362,919

株主資本合計 2,474,602 2,470,386

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △5,954 △7,173

評価・換算差額等合計 △5,954 △7,173

純資産合計 2,468,648 2,463,213

負債純資産合計 3,012,355 3,049,054

２．四半期財務諸表及び主な注記

（１）四半期貸借対照表
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（単位：千円）

 前第２四半期累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

売上高 1,054,026 1,169,218

売上原価 188,401 199,732

売上総利益 865,625 969,486

販売費及び一般管理費 814,037 960,902

営業利益 51,588 8,583

営業外収益

受取利息 12 11

受取配当金 － 269

還付加算金 － 338

雇用調整助成金 1,414 －

その他 － 282

営業外収益合計 1,426 901

営業外費用

支払利息 33 11

支払手数料 660 660

その他 1,467 1,110

営業外費用合計 2,162 1,781

経常利益 50,852 7,703

特別利益

投資有価証券売却益 1,290 －

特別利益合計 1,290 －

特別損失

固定資産除却損 － 2,317

特別損失合計 － 2,317

税引前四半期純利益 52,142 5,386

法人税、住民税及び事業税 11,857 8,709

法人税等調整額 6,913 892

法人税等合計 18,771 9,602

四半期純利益又は四半期純損失（△） 33,370 △4,216

（２）四半期損益計算書

（第２四半期累計期間）
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（単位：千円）

 前第２四半期累計期間
(自　2022年４月１日
　至　2022年９月30日)

 当第２四半期累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 52,142 5,386

減価償却費 8,032 14,499

貸倒引当金の増減額（△は減少） 7,332 23,292

受取利息 △12 △281

支払利息 33 11

投資有価証券売却損益（△は益） △1,290 －

有形固定資産除却損 － 2,317

売上債権の増減額（△は増加） 112,645 4,585

破産更生債権等の増減額（△は増加） △825 △237

棚卸資産の増減額（△は増加） △470 824

仕入債務の増減額（△は減少） △8,499 △15,221

契約負債の増減額（△は減少） △12,970 14,456

その他の資産の増減額（△は増加） 9,294 28,779

その他の負債の増減額（△は減少） △52,643 34,269

小計 112,769 112,682

利息の受取額 10 237

利息の支払額 △33 △11

法人税等の支払額 △60,645 △806

法人税等の還付額 － 44,176

営業活動によるキャッシュ・フロー 52,100 156,278

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,170 △430

無形固定資産の取得による支出 △27,961 △39,929

投資有価証券の取得による支出 △46,436 △1,500

投資有価証券の売却による収入 4,290 －

投資活動によるキャッシュ・フロー △71,277 △41,859

財務活動によるキャッシュ・フロー

自己株式の取得による支出 △81 －

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △943 △766

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,024 △766

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △20,202 113,652

現金及び現金同等物の期首残高 2,458,971 2,245,451

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,438,768 2,359,104

（３）四半期キャッシュ・フロー計算書
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（４）四半期財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

(単位：千円)

報告セグメント
合計

ＤＸソリューション事業
コンテンツ

事業

売上高

一時点で移転される財又はサ

ービス
530,902 170,451 701,353

一定の期間にわたり移転され

る財又はサービス
352,672 － 352,672

顧客との契約から生じる収益 883,575 170,451 1,054,026

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 883,575 170,451 1,054,026

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 883,575 170,451 1,054,026

セグメント利益 122,480 47,603 170,084

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 170,084

全社費用（注） △118,496

四半期損益計算書の営業利益 51,588

（セグメント情報等）

Ⅰ　前第２四半期累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差

異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。
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(単位：千円)

報告セグメント
合計

ＤＸソリューション事業
コンテンツ

事業

売上高

一時点で移転される財又はサ

ービス
682,718 151,032 833,751

一定の期間にわたり移転され

る財又はサービス
335,467 － 335,467

顧客との契約から生じる収益 1,018,185 151,032 1,169,218

その他の収益 － － －

外部顧客への売上高 1,018,185 151,032 1,169,218

セグメント間の内部売上高

又は振替高
－ － －

計 1,018,185 151,032 1,169,218

セグメント利益 112,487 29,693 142,181

（単位：千円）

利益 金額

報告セグメント計 142,181

全社費用（注） △133,597

四半期損益計算書の営業利益 8,583

Ⅱ　当第２四半期累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容（差

異調整に関する事項）

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

該当事項はありません。

（のれんの金額の重要な変動）

該当事項はありません。

（重要な負ののれん発生益）

該当事項はありません。

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。
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